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資料４

平成２９年３月２１日（火）

都市政策推進専門小委員会

浜通りの都市計画区域マスタープランについて
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浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて

これまでの経過と今後のスケジュール

都市計画審議会

報告

都市計画審議会

報告

第７回都市政策推進専門小委員会
都市計画基礎調査等による都市の現況及び浜通りの都市づくりの基本方針の必要性の確認

第８回都市政策推進専門小委員会
浜通りの都市づくりの視点及び基本方針の検討

第10回都市政策推進専門小委員会
浜通りの都市づくりの視点からの基本方針(案）の体系検討

第９回都市政策推進専門小委員会
浜通りの都市づくりの視点からの基本方針（案）の決定

第11回都市政策推進専門小委員会
浜通りの都市づくりの視点からの基本方針（案）への住民意向反映

第12回都市政策推進専門小委員会
浜通りの都市計画区域マスタープラン素案の検討

都市計画審議会

（H29.3.21）

報告

都市計画審議会

報告

※第13回はパブリックコメント実施後に開催予定



第11回都市政策推進専門小委員会議題（H28.8.5開催）

✩ 【浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて】

１ 住民懇談会及び住民アンケートの結果報告
（１）第１回住民懇談会（H28年2月4､5日）の報告
（２）住民アンケート（H28年1～2月）調査結果の報告

２ 都市計画区域マスタープランの見直しについて
（１）区域マスタープランの構成
（２）見直し方針・見直し内容

３ 「市街化区域及び市街化調整区域に関する都市計画の見直し
の基本的事項」について

４ 相馬・鹿島・原町・小高の各都市計画区域を対象とした都市計
画区域再編・拡大について

浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて
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第12回都市政策推進専門小委員会議題（H29.3.7開催）

✩ 【浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて】

１ 第２、３回住民懇談会の結果報告
（１）第２回住民懇談会（H28年10月14､21日）の報告
（２）第３回住民懇談会（H29年2月23日、3月3日）の報告

２ 都市計画区域マスタープラン素案について
○住民意見の反映

３ フレーム設定について
○人口・産業・土地フレーム推計の考え方

４ 「市街化区域及び市街化調整区域に関する都市計画の見直し
の基本的事項」について

５ 相馬地方都市計画区域の復興に伴う開発の動きについて

浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて
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相馬地方

住民懇談会（相馬地方）の開催状況

委員数
性別

（男・女）

第1回
出席者数
（H28.2.5）

第2回
出席者数
（H28.10.21）

第3回
出席者数
（H29.2.23）

新地町 3 2・1 3 3 3

相馬市 7 6・1 3 5 3

南相馬市 8 6・2 4 5 1

計 18 14・4 10 13 7

オブザーバー
新地町役場、相馬市役所、南相馬市役所、

都市政策専門推進小委員会

委員の所属：商工会などの各種団体等住民懇談会の開催状況

浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて
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いわき

住民懇談会（いわき方部）の開催状況

委員数
性別

（男・女）

第1回
出席者数
（H28.2.4)

第2回
出席者数
(H28.10.14)

第3回
出席者数
(H29.3.3)

20 16・4 18 10 14

オブザーバー
いわき市役所、

都市政策専門推進小委員会

住民懇談会の開催状況
委員の所属：商工会などの各種団体等

浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて
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浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて

【相馬地方】

震災前後で同様
の傾向

□自然や歴史・文化等の地域資源の活用
□コンパクトなまちづくりに向けた郊外部の開発抑制や中心部への居
住促進
□公共交通の維持・強化

震災後に傾向が
変化した意見

□高齢社会へ対応したまちづくりの加速
□商圏縮小や風評被害による商業環境の懸念
□地域活力向上に向け若者の働く場確保と新産業の導入を促進

震災後の課題とし
て出された意見

□新たな住民等とのコミュニティ形成
□治安に関する不安の高まり
□福祉・医療の広域連携や伝統文化の維持保全

【いわき】

震災前後で同様
の傾向

□公共交通の衰退の懸念
□若者の働く場の確保

震災後に傾向が
変化した意見

□地域活力向上に向けた観光振興の促進
□コンパクトなまちづくりに向けた郊外開発の懸念
□定住促進
□高齢化社会への対応
□復興事業等による交通量の増加に伴う交通渋滞の懸念

震災後の課題とし
て出された意見

□避難者等との交流やコミュニティ形成
□風評被害からの水産業の復活が課題
□復興に伴う人や産業の動きを踏まえた規制誘導、産業誘致

【H21住民懇談会意見との対比により震災前後を判断】

住民懇談会における主な意見

①配布数・回収数
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浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて

住民アンケート調査結果（相馬地方）（H28年1月末配布）の総括

配布数

（票）

回収票数

（票）

調査票

回収率

中学生及びその両親 462 112 24.2%

行政区長等世帯 442 233 52.7%

市政モニター － － －

若い世代（20・30代） 85 58 68.2%

まちづくり活動等に参画している住民 60 26 43.3%

小計 1,049 429 40.9%

仮設住宅等に

住む住民

災害公営住宅 304 83 27.3%

仮設住宅 166 51 30.7%

小計 470 134 28.5%

合計 1,519 563 37.1%



①配布数・回収数
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浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて

住民アンケート調査結果（いわき方部）（H28年1月末配布）の総括

配布数

（票）

回収票数

（票）

調査票

回収率

中学生及びその両親 330 184 55.8%

行政区長等世帯 40 31 77.5%

市政モニター 20 18 90.0%

若い世代（20・30代） 30 23 76.7%

まちづくり活動等に参画している住民 20 17 85.0%

小計 440 273 62.0%

仮設住宅等に

住む住民

災害公営住宅 259 52 20.1%

仮設住宅 30 17 56.7%

小計 289 69 23.9%

合計 729 342 46.9%
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浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて

【相馬地方】

震災前後で同様の
傾向

□「自然環境」の満足度が高い
□「公共交通の利便性」の満足度が低い
□「自然や伝統・文化」等の地域資源を残していきたいという意見が多い
□「若者の働く場・地域産業の育成」を求めている
□「病院や診療所」を求めている

震災後に傾向が変
化

□「高齢者福祉施設等」が求められるようになった

追加した調査項目
からの課題

□「子育て支援施設の充実」の満足度が低い
□「災害に強い、安全・安心なまち」を求めている
□「住民間の協力体制が整ったまち」を求めている

□「高齢者等福祉サービスが受けられる環境整備」が求められるようになっ
た

【いわき】

震災前後で同様の
傾向

□「自然環境」の満足度が高い
□「公共交通の利便性」の満足度が低い
□「自然や伝統・文化」等の保全を求めている
□「病院や診療所」を求めている
□「若者の働く場・地域産業の育成」を求めている

震災後に傾向が変
化

追加した調査項目
からの課題

□「子育て支援施設の充実」の満足度が低い
□「災害に強い、安全・安心なまち」を求めている
□「住民間の協力体制が整ったまち」を求めている
□「高齢者に優しい福祉のまち」を求めている

【H21年度調査結果との対比により震災前後を判断】
住民アンケートにおける主な意見



住民意向として出された主な事項
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浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて

【住民懇談会】
・地域の自然や歴史文化資源等の
保全と活用、観光交流の促進
・コンパクトなまちづくり
・震災後に、若者の働く場の不足・
喪失、新産業への転換・誘致、
高齢化の進行に対する懸念が増大
・震災後の環境変化として、
コミュニティ再生や治安面の問題

【アンケート調査】
・自然環境への満足度は高いが、将来の
方向性としては下記項目を重視
①医療、福祉施設に対する要望の高まり
②安全安心(防災、子育て、高齢者福祉) ､
コミュニティに対する機運の高まり
③公共交通の利便性確保

【住民懇談会】
・避難者や災害公営住宅入居者との
交流・コミュニティ形成促進
・地域活力を向上する観光交流の促進
や雇用の確保、風評被害からの復活
・郊外開発の抑制や中心部への居住
促進によるコンパクトなまちづくり
・地域公共交通への取組みや渋滞対策

【アンケート調査】
・自然環境への満足度は高いが、将来の
方向性としては下記項目を重視
①若い人の働く場所の確保・地域産業の
育成
②医療、福祉施設の要望の高まり
③安全安心(防災、子育て、高齢者福祉) ､
コミュニティに対する機運の高まり

相
馬
地
方

い
わ
き
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浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて

・住民懇談会やアンケート調査結果から得られた住民意向の反映

各都市計画区域マスタープラン素案中、
主に都市計画区域の都市づくりの理念に反映

１ 住民懇談会意見の反映
◇第１、２回における意見を分類整理し、都市計画の方向性や方針に関する意
見を抽出して素案に反映。

◇第３回で住民意見を反映した素案を提示し、基本的な了承が得られた。

２ 住民アンケート結果の反映
◇若者の働く場の確保、高齢者福祉・子育て支援・医療の充実といった意見を
素案に反映

住民懇談会及びアンケート調査結果の反映について



１ 住民懇談会及び住民アンケートの結果報告
【主な意見】

・住民懇談会やアンケート調査から得られた治安に関する不安などの意見は

印象によるものと推測されるが、実際に声があげられていることは事実であ

り、対処・対応していく必要がある。

・相馬地方については、一体の都市計画区域としていく中で、突出した傾向が

見られた際の取り扱いが課題と考えられる。

２ 都市計画区域マスタープランの見直しについて
【主な意見】

・コミュニティの表現について、相馬地方といわき市では帰還困難区域の

有無や被害状況などが異なり、“再生”と統一的に整理することが適切か

検討が必要。 13

浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて

議事内容

第11回都市政策推進専門小委員会（H28年8月5日）での討議内容

議事内容

２ 都市計画区域マスタープラン素案について
【主な意見】

・コミュニティの表現について、相馬地方は“再生”よりも“維持・再生”の方が

適切ではないか。

・都市圏構造図の生活拠点について、相馬地方のみ“拠点の機能強化”と表

示してるが、いわきの生活拠点との違いはあるのか。

・相馬地方の“広域観光の振興”といわきの“広域交流の強化”の使い分けに

ついて整理が必要。

３ フレーム設定について
【主な意見】

・可住地面積や人口密度の数値設定について検討が必要。
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浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて

議事内容

第12回都市政策推進専門小委員会（H29年3月7日）での討議内容

議事内容



都市計画審議会都市計画決定手続き

15

浜通りの都市計画区域マスタープランの見直しについて

浜通り（双葉郡除く）都市計画区域マスタープラン見直しのスケジュール

平成
29
年度

公聴会

専門小委員会
平成
28
年度

平成
30
年度

第176回
第12回

パブリックコメント
第13回第177回

区域マスタープラン（原案）

国等
との
事前
協議

法定
協議

公告・縦覧
第178回

区域マスタープラン（素案）市町等
との
調整

都市計画決定

都市計画区域再編・拡大、区域区分の見直しも同様のスケジュールを想定



基本的事項１ 都市計画の目標２

区域区分決定の有無３

相馬地方都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針【相馬地方都市計画区域マスタープラン】（素案） 概要版

新地駅

線
磐

常
RJ

号
６

道
国

相馬共同火力発電所

連携軸
　（宮城県）

軸携連
）圏市都域広中県（　

連携軸
　（県北広域都市圏）

連携軸
　（双葉郡・いわき広域都市圏）

相馬中核工業団地
相馬中核工業団地

新地北工業団地

号３１１道国

線俣川町原

新地町総合公園

常
磐
自
動
車
道

常
磐
自
動
車
道

松川浦

鹿狼山    　鹿狼山    　

相馬駅

馬陵公園

ス
パ

イ
バ

馬
相

号
６

道
国

鹿島駅

原ノ町駅

桃内駅

磐城太田駅

日立木駅

駒ヶ嶺駅

市立病院周辺

東ヶ丘公園

南工業団地

原町火力発電所

北泉海浜総合公園

福岡工業団地

小高南工業団地

唐神溜池周辺

相馬I.C.

南相馬I.C.

南相馬鹿島SA
スマートI.C.

新地I.C.

相馬福島道路

国道１１５号

桜平山
　公園周辺

市役所周辺

真野川漁港周辺
真野川

川多宇

船戸松原周辺及び
南海老海岸周辺

村上城址・前川浦
村上海岸周辺

コンパクトなまちづくり

都市機能の充実

住み続けられるコミュニティーの維持

豊かな自然環境の保全・継承

生活拠点の機能強化

生活拠点の機能強化

都市機能の充実

環境共生型の都市づくりの推進

広域連携の促進

非常時の避難路・防災拠点等の整備

良好な農地の保全

市街地の緑化の促進

相馬港

新田川

至仙台

至福島

至福島

至浪江

至東京

至仙台

生活拠点の機能強化

土

地

利

用

都

市

施

設

自

然

的

環

境

復

興

小高駅小高駅

※関係機関と調整中

広
域
的
な

視
点

市
街
地

開
発
事
業

・相馬市、南相馬市、相馬郡新地

町の一部の範囲

・都市計画区域面積 36.404ha

・集約型都市への転換、市街地の拡散を原則として抑制

・阿武隈の山並み・川・農地･海洋などの自然的環境及び

景観の保全・継承と津波被害からの再生に向けた取り組

みの推進

・市街地の貴重な緑・歴史的資源である馬陵公

園、東ヶ丘公園、小高神社などの維持・保全

・電力供給地域であり、安定的な役割が望まれる

・交通機能は南北方向が強く、区域内及び県外を含む隣接

地域との交流連携の拡大、広域観光の強化が必要

・東西軸方向の交通機能は弱く、連携強化が必要

・人口減少・高齢化社会へ対応し、安全・快適・便利に暮

らせる市街地づくりが必要

・中心市街地での空洞化、拡散的な市街地形成の進行、古

くからの市街地における防災性や地域コミュニティへの

懸念を踏まえ、適切な土地利用の実現が必要

・市街地周辺の良好な自然環境や優良農地の保全が必要

・土地区画整理事業、防災集団移転促進事業、災害公営住

宅整備事業等などによる新たな生活の場の整備や、道路、

防潮堤などの被災した都市インフラの復旧が進行

・国・県事業として常磐自動車道の整備（完了）や相馬港

の復旧、産業の再生・振興への支援

・個々の事情に応じた生活再建と地域コミュニティの形

成、地域産業の再生・再興が必要

・交通流動は南北方向が中心

・バス路線の廃止・縮小が進むなど、公共交通の維持・強

化が必要

・高速道路ＩＣへのアクセスや東西方向の連絡など道路網

の整備・強化が必要

・河川などの水質悪化を防ぐため、公共下水道の整備促進

が必要

・水害や親水空間を考慮した河川整備が必要

・阿武隈の山並み、河川、農地、海洋などによる良好な自

然環境の保全が必要

・景勝地である松川浦の津波被害からの再生、歴史的遺産

である馬陵公園、東ヶ丘公園などの保全・活用が課題

・水、緑、歴史が一体となった自然環境の保全と、これら

を活かした住環境の形成が必要

・相双広域都市圏として、隣接する (仮 )相双南都市計画区域

との関連が強い地域であり、あわせて、いわき方面・福島方面、

関東圏、仙台都市圏との交流・連携を推進する

・相双地域の一体的な発展の推進を目指し、高速交通体系の活

用、交通基盤やレクリエーション拠点の整備、中心市街地の

商業環境整備、産業拠点の形成を図る

・これまで市街地開発事業などで、良好な住環境を確保

・復興事業として新地駅前で土地区画整理事業等を実施

■対象区域

・平成 47 年（平成 27 年基準）
■目標年次

「区域区分を定めない」

　⇒人口減少が見込まれ、急激に開発圧力が高まる可能性は低い

　⇒常磐道と IC 周辺は、計画的に農林漁業との調和を図る

■区域区分の有無とその理由

■都市の現状と課題

■都市づくりの理念

■当該都市計画区域の広域的位置づけ

・松川浦などの海岸線、阿武隈高地に連なる丘陵地、河川、農地

などの自然的環境、相馬野馬追の舞台となる馬陵公園などの歴

史的環境を「ふるさとの風景」として保全するとともに、レク

リエーションや観光資源としての活用や内外へのＰＲを図る

■保全すべき環境や風土の特性

浜通り地域の都市政策の基本理念

  「都市と田園地域等の共生」

相馬地方都市計画区域における都市づくりのビジョン

「豊かな自然と共生しながら暮らし続けられる
　　　　　　　　　　　　２つの交流拠点を生かした都市づくり」

都市と田園地域等が共生する都市づくり

基本方針

①緑豊かな自然環境や田園地域等の保全

・地震や津波等の非常時に備え、避難・輸送路となる都

市施設等の整備

・避難地・広域防災拠点としての公園の整備

・堤防整備等の適切な河川整備、海岸整備

②安全で安心できるまちづくりの推進

・現在の各地域が備える都市機能（行政・産業・医療・教

育・福祉・観光等）や広域インフラを活用した連携

・浜通り軸、東西軸方向の広域連携の促進

・都市と田園地域との相互交流

③生活圏の広域化に対応した、交流と連携のネットワークづくり

・市街地、田園地域とも、住み続けられる地域を構築する

ための地域コミュニティの維持・再生

・震災による長期避難や労働者受け入れなどの人口流動を

踏まえた地域コミュニティの維持・再生

④コミュニティの維持・再生に配慮したまちづくりの推進

・相馬地区及び原町地区は、相双広域都市圏の中心として

の都市機能の充実

・新地駅周辺は、復興した町のシンボルとな

る都市機能の誘導

・駅周辺の各生活拠点は、機能強化、計画的

な住宅地の整備、良好な居住環境の形成

・常磐自動車道や相馬港を活用した新たな産業の促進

⑤魅力とにぎわいのある中心核と産業基盤の形成

・過度に自動車へ依存しない、環境負荷の少ない都

市の形成

・市街地を取り囲む山林や丘陵、農地

などの保全と市街地の緑化の推進

・渋滞の緩和に資する道路整備、公共

交通の利便性の向上

⑥環境負荷の少ない低炭素型のまちづくりの推進

・生活を支え、利便性や安全性を高め、良好な都市

環境を形成するため必要な都市施設の整備

・道路や公園、下水道などは、地域社会

の合意形成を図りつつ計画的に整備

・ユニバーサルデザインの理念に基づ

き、時代に応じた都市施設の整備

⑦住民の暮らしを支える都市施設の整備

・持続可能な都市運営を可能としていくため、都市

の規模や特性に応じたコンパクトな都市づくりを

推進する

・各種都市機能の集積と拠点間の機能分担、地域交

通を通じた連携を図り、コンパクト＋公共交通ネッ

トワークによる都市構造を構築する

・復興に資する開発を適正に誘導しつつ、長期的視

点からのコンパクトな都市づくりを展開する

⑨拠点とネットワークにより支える持続可能で
　コンパクトなまちづくりの推進

・都市インフラや住宅団地の整備を進め、地域防災

力の向上、地域コミュニティの再生・強化を目指

した都市づくりの推進

・ロボット産業、エネルギー産業の展

開・集積により、浜通りの新たな産

業・雇用を支える都市づくりの推進

⑧復興をリードするまちづくりの推進

地域特性に応じたコンパクトな都市づくり

ひと・まち・くるまが共生する都市づくり

安全で安心な暮らしを支え、人と人をつなぎ復興をリードする都市づくり

・多彩な自然環境と、｢相馬野馬追｣に受け継がれる歴史

文化を生かしたまちづくり

・相馬と原町の中心市街地の機能強化による相双広域

都市圏の２つの交流拠点づくり

・市街地と集落のバランスが取れた日常生活都市とし

て住みたくなるまちづくり

・高速交通体系を生かした新しい産業拠点の確立

・市街地や周辺都市を連携する交通体系の確立と地域

資源を活用した交流都市の形成

・地域資源を活用した観光交流都市の形成

・農林漁業及び自然環境との調和の取れた土地利用の

推進

・複合災害を克服し、地域の絆と誇りに満ちた復興ま

ちづくり

都市計画区域
連携軸
自動車専用道路
自動車専用道路（計画）
主要幹線道路
新幹線・鉄道
河川
都市的土地利用
集落・田園
山地

圏域拠点

生活拠点

工業拠点

観光・レクリエーション拠点

港

―　凡　例　－

南相馬市

相馬市

新地町

南相馬市

相馬市

新地町

図 都市計画区域の広がり 
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南相馬I.C.

南相馬鹿島SA
スマートI.C.

新地I.C.

国道１１５号

相馬福島道路

真野川

川多宇

相馬港

新田川

相馬双葉漁協新地支所魚市場

相馬双葉漁協
相馬原釜地方卸売市場

相馬総合地方卸売市場

クリーン原町センター

雫浄化センター

相馬方部衛生組合衛生センター相馬方部衛生組合衛生センター

相馬方部衛生組合光陽クリーンセンター

原町斎場

相馬方部環境衛生組合火葬場

陣ヶ崎公園墓地

木崎地区・埒浜地区・谷地小屋地区海岸防潮堤

原釜地区・尾浜地区海岸防潮堤
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鹿島駅

原ノ町駅

桃内駅

小高駅

磐城太田駅

日立木駅

駒ヶ嶺駅

相馬I.C.

南相馬I.C.

南相馬鹿島SA
スマートI.C.

新地I.C.

国道１１５号

相馬福島道路

真野川

川多宇

相馬港

新田川

都市計画区域
自動車専用道路
自動車専用道路（計画）
主要幹線道路
新幹線・鉄道
河川

汚物処理場
ごみ焼却場
市場
火葬場
墓園

―　凡　例　－

都市計画区域
自動車専用道路
自動車専用道路（計画）
主要幹線道路
新幹線・鉄道
河川

住居系市街地
商業系市街地
工業系市街地
集落
農地
その他自然

―　凡　例　－

● 商業業務地

・相馬地区及び原町地区を中心的な商業地として位置づけ、都市機

能の集積を図る

・鹿島駅・小高駅・新地役場周辺では、それぞれの機能の集積を図り、

住宅地と一体となった拠点の形成を図る

● 工業地

・相馬中核工業団地を基幹的な工業・流通業務地として、復興工業

団地をロボット産業の拠点として位置づける

● 住宅地

・市街地の住宅地は高台への配置を基本とし、良好な居住環境の整備・

保全、快適でゆとりのある土地利用の推進を図る

・人口減少時代を見据え、新たな土地需要は主として既存市街地の

未利用地に誘導する

■主要用途の配置方針

● 用途転換、用途純化又は用途の複合化

・土地利用の推移及び今後の見通し、都市施設の整備等の状況を踏まえ必要

に応じて適切に用途転換及び用途純化を図る

● 居住環境の改善又は維持

・高齢社会への対応など、時代のニーズに応じた多様で質の高い住宅整備・

住宅供給を推進する

・震災に伴う住宅団地の整備と地域コミュニティ形成を促進

● 都市内の緑地又は都市の風致の維持

・都市内の公園・緑地は、観光・レクレーションの拠点として、また、身近

な水辺空間・歴史的環境として整備・保全・活用を図る

● 優良な農地との健全な調和

・優良な農地の保全・復旧を図るとともに、市街地周辺に位置する農地は、

山林や集落地と一体的な環境として保全する

● 自然環境の形成

・本区域の風土特性を形成する自然的環境や歴史的資産を保全

■土地利用の方針

● 基本方針

・広域的な南北の連携軸である常磐自動車道、国道６号の機能強化、

また、東西方向の連携軸となる相馬福島道路の整備、国道 115 号

等の機能強化

・市街地の骨格となる幹線道路、市街地と広域幹線や集落地等を結

ぶ幹線道路の整備

・駅を中心とした鉄道・バス等の公共交通機関と自家用車などとの

適正な機関分担の促進、交通結節機能の強化

・利用しやすい交通機関の確保、駅や病院などの公共施設へのユニ

バーサルデザインの導入、歩道の確保による安全で人にやさしい

まちづくりの推進

・交通基盤の嵩上げなどによる防災機能の強化やネットワーク化の

推進

● 主要な施設の配置方針

・広域幹線道路、主要幹線道路、幹線道路などの道路機能に応じ計

画的・段階的に配置

● 主要な施設の整備目標

・上記方針をふまえて整備目標を定め、交通施設の整備を推進

■交通施設

● 基本方針

・生活雑排水による河川や海の水質の悪化を防止するため、公共下水道計画

区域の下水道の効率的な整備や耐震化、適切な維持管理を推進

・安全性の確保や親水空間確保、自然生態系に配慮した河川の環境づくり

● 主要な施設の配置方針

【下水道】：市街地全体を中心として配置し、着実に整備を推進

【河　川】：景観や親水性の河川環境に配慮しながら、治水施設を整備

● 主要な施設の整備目標

・上記方針を踏まえて整備目標を定め、下水道、河川の整備を推進

■下水道及び河川

図　土地利用方針

図　都市施設方針

● 基本方針

・健康で文化的な都市生活を営む上で欠くことのできないごみ処理施設、防

潮の施設等は、既存施設の有効活用、施設の整備・充実を図る

● 主要な施設の配置方針

・ごみ処理施設、汚物処理施設、卸売市場、火葬場、墓園、防潮の施設など

を都市施設に位置づけ、計画的に整備

■その他都市施設

● 基本方針

・土地区画整理事業により良好な市街地形成が図られている地区の

有効利用

・ＪＲ新地駅周辺においては、土地区画整理事業並びに津波復興拠点

整備事業を導入し、ＪＲ常磐線の移設・再編と合わせた一体整備に

よる居住・生活サービス拠点の形成を図る

■主要な市街地開発事業の決定の方針

・上記方針を踏まえて整備目標を定め、市街地整備を推進

■市街地の整備目標

・阿武隈高地に連なる山林・丘陵地、宇多川や真野川、新田川などの河川、

太平洋沿いの自然海岸、優良な農地などの、貴重な自然環境の保全

■基本方針

● 環境保全系統の配置方針

・樹林地や緑地の保全、河川の水質の確保

● レクリエーション系統の配置方針

・身近なレクリエーションに資する公園として、住区基幹公園を誘致圏や都

市防災機能及び生活環境等を考慮しながら配置する

・都市基幹公園として、馬陵公園や新地町総合公園、北泉海浜総合公園等を

配置し、広域的な拠点として充実・整備を図る

・松川浦の復旧・再生と環境整備、寺社や河川などの緑地の保全・活用を図る

■主要な公園緑地の配置方針

・街区公園、近隣公園、地区公園、総合公園及びその他の公園緑地の整備

・都市緑地、防災緑地の整備

● 防災系統の配置方針

・地震災害時における避難や防災活動の拠点となる公園等の整備

・多重防御による津波対策に資する海岸部の防災緑地等の整備・保全

● 景観構成系統の配置方針

・自然的環境や歴史的資産の保全・育成

・建築協定や緑化協定による良好な住宅地景観の形成

■実現のための具体の都市計画制度方針

・上記方針を踏まえて整備目標を定め、公園の整備を推進

■主要な公園緑地の確保目標

４

５

６ ７

土地利用に関する主要な都市計画の決定方針

都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定方針

市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定方針 自然的環境の整備又は保全に関する主要な都市計画の決定方針

※関係機関と調整中

※関係機関と調整中



いわき都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針【いわき都市計画区域マスタープラン】（素案） 概要版

①緑豊かな自然環境や田園地域等の保全

②安全で安心できるまちづくりの推進

③生活圏の広域化に対応した、交流と連携のネットワークづくり

④コミュニティの調和に配慮したまちづくりの推進

⑤魅力とにぎわいのある中心核と産業基盤の形成

⑥環境負荷の少ない低炭素型のまちづくりの推進

⑦住民の暮らしを支える都市施設の整備

⑧復興をリードするまちづくりの推進

⑨拠点とネットワークにより支える持続可能でコンパクトなまちづくり の推進

「区域区分を定める」

⇒今後も都市施設整備の推進が必要

⇒郊外への人口流出による市街地拡大の

抑制や中心市街地の活性化

⇒拠点性が高く、市街化需要が存在

■区域区分の有無とその理由 ■区域区分の方針

人口減少が見込まれるため、現行の

市街化区域の維持を基本とする

基本的事項１ 都市計画の目標２

区域区分決定の有無３

市
街
地

開
発
事
業

土

地

利

用

方

針

広
域
的
な
視
点

都

市

施

設

自
然
的
環
境

復

興

・いわき市の一部

・都市計画区域面積 37,617ha

・阿武隈高地等からなる山地、海岸線などの豊かな自然資源の保全

・市街地内に残存する緑地等の適切な保全

・市街地周辺の農地や集落における農業生産環境の保全

・地域間交流を支える広域交通体系の要

衝という位置特性、相双広域都市圏を

も支える地方中核都市

・広域都市圏での生活や雇用を支える工

業集積を活かした産業創出と、農林水

産業や商業の活性化

・東部を太平洋、西部を阿武隈高地に

囲まれ、多彩な風土特性と自然資源

が存在

・広域交通体系を生かした県内外の観

光客の誘致、広域交流の強化が必要

・土地区画整理事業、防災集団移転促

進事業、災害公営住宅整備事業等な

どによる新たな生活の場の整備や道

路、防潮堤などの被災した都市イン

フラの復旧が進行

・広域合併により、市内の各地に市街

地が分散立地しており、市内の主要

核の特性を活かした都市機能の充

実、集約型のまちづくり、分散した

各拠点へのアクセス強化が必要

・多様な観光レクリエーション拠点周

辺の環境整備とアクセス強化が必要

・経済活動や市民生活を支える鉄道２

路線は、駅前広場整備などによる利

便性の向上が必要

・高速道路ネットワークを活かすべ

く、高速道路へのアクセス性の向上

が必要

・市内には海岸線や山々、景勝地や緑

あふれる丘陵・田園が存在し、自然

資源の積極的な保全と自然にふれあ

える環境づくりが必要

・平地区では、市街地再開発事業を生

かした中心市街地の活性化が望まれ

る

・重要港湾小名浜港を中心に南東北の

工業拠点、物流拠点としての機能強

化に資する小名浜港周辺の一体的な

整備が求められる

・被災者、避難者の個々の事情に応じ

た生活再建と地域コミュニティの形

成、地域産業の再生・再興が必要

・都市と農村の適正な調和を図ること

が必要

・一時的な避難者と定住避難者のため

の対応が必要

・急傾斜地崩壊危険区域の指定が多

く、地すべり防止区域などの防災対

策が必要

・幹線道路などでの渋滞発生を抑制す

るため、道路ネットワークの強化が

必要

・水質保全や生活環境の向上を図るた

め、下水道普及率の向上が必要

・歴史ある建造物や公園、文化財や多

彩な景観資源の後世への継承が必要

・小名浜地区では、港湾地区の観光資

源を活かし土地区画整理事業による

まちづくりが必要

■対象区域

・平成 47 年（平成 27 年基準）

■目標年次

■都市の現状と課題

■都市づくりの理念

■当該都市計画区域の広域的位置づけ

・阿武隈高地などの山地や丘陵地、夏井川などの

清流、白砂青松の海岸に代表される豊かな自然

環境の保全

・アクアマリンふくしまや湯本温泉郷など、個性

的な観光レクリエーション資源が地域に多数存在

・白水阿弥陀堂や勿来の関など歴史文化遺産の後

世への継承に向けた保全と、観光資源としての

活用

■保全すべき環境や風土の特性

浜通り地域の都市政策の基本理念

「都市と田園地域等の共生」

都市と田園地域等が共生する都市づくり

・避難路、延焼防止帯の効果をもつ幹線道路の機能確保

・避難地、広域防災拠点としての公園の整備

・防災意識の向上、住民や企業の協力を促す施策の推進、防犯・医

療・福祉などの安心を高める施策の推進

・治水事業や防災緑地の整備などによる災害の予防・減災の推進

・隣接する県中、県南、相双及び北関東との連携強化

・交通の要衝としての立地性・優位性を発揮する交通基盤等の整備

・それぞれの地域のコミュニティ活動や震災に伴う社

会流動による新たなコミュニティ形成

・多様な用途や世代が複合するまちづくりの推進

・｢商業｣｢港｣｢海･川｣｢温泉｣などの特徴･風土を生かした拠点づくり

・いわき駅周辺の再開発の効果の波及によるにぎわい創出

・小名浜港周辺の港と町が一体となった魅力あるまちづくり

・交通体系の優位性や都市機能集積を活かした産業創出の促進

・多様な地域資源を活用した観光の振興

・渋滞の緩和に資する道路整備、公共交通の利便性向

上、自家用車から公共交通への利用転換の促進など

により、低炭素型のまちづくりの推進

・市街地を取り囲む山林や丘陵、農地などの保全

・多核分散型都市構造を支える、拠点間の機能連携

や効率的な都市づくりに資する都市施設を整備

・ユニバーサルデザインの理念に基づき、時代に応

じた都市施設の整備

・都市インフラや住宅団地の整備、地域防災力の向上、地域コミュ

ニティの再生・調和を目指した都市づくりの推進

・復興のシンボルとなる小名浜港周辺の一体整備の推進、既存都市

機能の有効活用、新産業の展開、産業再生などによる交流人口の

回復と原子力災害克服のアピール

・持続可能な都市運営を可能としていくため、都市の規模や特性に

応じたコンパクトな都市づくりの推進

・各種都市機能の集積と拠点間の機能分担、地域交通を通じた連携

を図り、コンパクト＋公共交通ネットワークによる多核分散型都

市構造の充実

地域特性に応じたコンパクトな都市づくり

ひと・まち・くるまが共生する都市づくり

安全で安心な暮らしを支え、
人と人をつなぎ復興をリードする都市づくり

いわき都市計画区域における都市づくりのビジョン

「海･山･川と共生し、活力･安心･潤いのある個性豊かな交流都市づくり」

・安全、快適、便利な環境共生型市街地づ

くり

・豊かな自然資源（山・渓谷・海・温泉など）

を生かした交流空間づくり

・都市内の各拠点の特性を生かした魅力あ

る拠点づくり

・水害、土砂災害等から住民の生命・財産を

守り、安心できる都市づくり

・県内外、海外との交流と連携による活気あ

ふれる都市づくり

・前例のない複合災害からの再生モデル都市

として、人も場所も世界から愛される復興

まちづくり

都市計画区域

連携軸

自動車専用道路

自動車専用道路（計画）

主要幹線道路

新幹線・鉄道

河川

都市的土地利用

集落・田園

山地

圏域拠点

地域拠点

生活拠点

工業拠点

観光・レクリエーション拠点

港

―　凡　例　－

いわき市いわき市

図 都市計画区域の広がり 

※関係機関と調整中

相双広域都市圏

相双広域都市圏

県中広域都市圏

県南広域都市圏

茨城県
広域連携の強化

港とまちが一体となったまちづくり

多核分散型都市構造を
生かした都市づくり

コンパクトな
まちづくり

住み続けられる
コミュニティの維持

山林や農地の保全

海のエリア
海岸線の自然資源を
積極的に保全

中央都市エリア
「平」「小名浜」を中心とする
いわき市の中核的な都市エリア

南部都市エリア
「勿来」を中心とし関東圏との近隣
性を生かした、求心性の高いエリア

勿来の関公園

勿来海岸公園

いわきサンマリーナ

アクアマリンパーク

三崎公園

塩屋埼

新舞子海岸

２１世紀の
森公園

いわき公園

上荒川公園

いわき海兵自然の家

好間中核工業団地

中部工業団地

勿来工業地区

四倉中核工業団地

鹿島工業団地

小名浜

勿来

泉

湯本

内郷

常磐

四倉

平

いわき
 ＮＴ

小名浜臨海
工業地区

いわき駅

小名浜港

好間

久之浜

小川

江名

国宝白水阿弥陀堂

国道６号久之浜バイパス

至富岡

至田村

至仙台

至郡山

至白河

至茨城

至新潟

至東京 国
道
６
号

Ｊ
Ｒ
常
磐
線

常
磐
自
動
車
道

国道２８９号

（主）勿来浅川線

（
主
）
い
わ
き
上
三
坂
小
野
線

（
主
）
い
わ
き
石
川
線

Ｊ
Ｒ

常
磐

線

Ｊ
Ｒ
磐
越
東
線

小
名
浜
四
倉
線

（主）

小
名
浜
平
線

（主）

国
道

６
号

常
磐
自
動
車
道

国
道
６
号

国
道
６
号

（主）小野四倉線

国道４９号

磐
越
自
動
車
道

国
道
３
９
９
号

い
わ
き
浪
江
線

（主）

夏井川

仁井田川

鮫
川

藤原川

小
名
浜
小
野
線

（
主
）
常
磐
勿
来
線

基本方針



図　土地利用方針

図　都市施設方針

都市計画区域
自動車専用道路
自動車専用道路（計画）
主要幹線道路
新幹線・鉄道
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集落
農地
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―　凡　例　－
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土地利用に関する主要な都市計画の決定方針４

５ 都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定方針 ６ 市街地開発事業に関する主要な都市計画の決定方針

７ 自然的環境の整備又は保全に関する主要な都市計画の決定方針

● 商業地

・中心商業地である平地区での求心力の高い高次の都市拠点の形成

・一般商業地である小名浜、勿来、常磐、内郷等の中心部での、日常購買需要を賄う近隣

商業機能の集積

・観光商業地である小名浜、常磐地区での観光資源を活かした魅力的な空間の創出

● 工業地

・小名浜港背後地での物流機能強化

・四倉、勿来、常磐、好間等での工場立地促進やエネルギー産業等の推進

● 住宅地

・各拠点中心部やいわきニュータウン、高台移転による新たな住宅地等での居住環境の整

備・保全

・市街地周辺部では、自然環境と調和し景観的に優れた住宅環境の整備

・急傾斜地等の危険区域での住宅地の開発抑制

■主要用途の配置方針

● 商業地

・平地区中心商業地での高密度な土地利用、一般商業地での中密度な土地利用の誘導

● 住宅地

・平の既成市街地では低層・中高層住宅が調和した高密度な土地利用の誘導

・その他地区では低層住宅を中心としたゆとりある土地利用の誘導

■市街地における建築物の密度に関する方針

● 土地の高度利用に関する方針

・圏域拠点として、平地区での各種都市機能の集積と土地の高度利用の促進

● 港湾に関わる土地利用の方針

・港と背後のまちづくりが連携した物流機能・交流機能とにぎわいの形成

● 用途転換、用途純化又は用途の複合化に関する方針

・土地利用の推移及び見通し、基盤整備状況を踏まえ必要に応じた用途転換及び用途純化

● 居住環境の改善又は維持に関する方針

・少子高齢社会への対応を考慮した機能整備

● 市街化区域内の緑地又は都市の風致の維持に関する方針

・水辺空間や丘陵地の適切な保全・活用

■特に配慮すべき市街地の土地利用の方針

・優良な農地を都市の発展方向との調整を図りながら保全

・津波被害を受けた沿岸部の農地の再整備

・災害の危険区域での防災対策と市街化抑制、森林機能の低下抑制

・自然公園地域の保全、都市景観の観点等から市街化区域に隣接した緑地等の保全

・既存集落コミュニティに配慮した、地区計画制度の活用などによる適正な維持

■市街化調整区域の土地利用の方針

・密集する既成住宅地での防災機能の向上と居住環境の確保

・人口減少を踏まえた既存ストックの有効活用や質の向上へ向けた施策の転換

■市街地における住宅建設の方針

・恵まれた自然環境の保全と、生活環境や

観光地の魅力向上に資する活用

・公園緑地における交流の場の充実や防災

機能の強化、緑のネットワーク化の推進

■基本方針

● 環境保全系統の配置方針

・丘陵地の樹林地や海浜地帯の緑など市街

地内に残る豊かな自然の保全

・天然記念物や保存樹、文化財や史跡と一

体となった緑地の保全

● レクリエーション系統の配置方針

・｢いわき公園｣など大規模な緑地・公園の

整備

・夏井川等の河川の水辺の活用や海岸線で

の観光交流の促進

● 防災系統の配置方針

・災害時拠点施設や避難地機能を備える都

市公園の整備充実、緑地の保全による災

害予防

・多重防御による津波対策に資する海岸部

の防災緑地　等の整備・保全

● 景観構成系統の配置方針

・特徴的な風景となる河川や海岸線、市街

地を取り囲む緑地資源などの景観要素の

保全

■主要な公園緑地の配置方針

・街区公園、近隣公園、地区公園、総合公

園及びその他の公園緑地の整備

・都市緑地、防災緑地の整備

・風致地区の指定

■実現のための具体の都市計画制度方針

・上記方針を踏まえて整備目標を定め、公園緑地を確保

■主要な公園緑地の確保目標

・上記方針を踏まえて整備目標を定め、総合公園、風致公園、緑化

重点地区の確保

● 基本方針

・インターチェンジや物流拠点、観光拠点、

都市施設へのアクセス性の向上・ネット

ワーク形成と渋滞対策

・公共交通機関のサービス向上と環境負荷

の低減に資する総合的な交通体系の整備

● 主要な施設の配置方針

・広域幹線道路、主要幹線道路、幹線道路

などの道路機能に応じ計画的・段階的に

配置

● 主要な施設の整備目標

・上記方針を踏まえて整備目標を定め、交

通施設の整備を推進

■交通施設

● 基本方針

・公共下水道整備完了区域内での水洗化の

早期実現、市街地における雨水流入の増

加に対応した雨水排除施設の整備

・未整備河川の整備による水害対策の推

進、水質及び自然環境の保全と親水空間

の創造

● 主要な施設の配置方針

【下水道】：市街地の土地利用動向等と整�

合した施設整備

【河　川】：集中豪雨等に対応するための

河川整備の推進、河川の水質保全、レク

リエーションの場の確保

● 主要な施設の整備目標

・上記方針を踏まえて整備目標を定め、下

水道、河川の整備を推進

■下水道及び河川

● 基本方針

・健康で文化的な都市生活を営む上で欠く

ことのできないごみ処理施設、防潮の施

設等における、既存施設の有効活用、施

設の整備・充実を図る

● 主要な施設の配置方針

・重要港湾小名浜港の物流機能の強化、ま

ちづくりと連携した交流空間の充実

・ごみ処理施設、汚物処理施設、卸売市場、

火葬場、墓園、防潮の施設などを都市施

設として位置づけ、計画的に整備

■その他都市施設

● 基本方針

・賑わいのみなとまちの形成に向け、小名浜港背後地への土地区画整理事業の導入

・津波被災地の復興に資する被災市街地土地区画整理事業の推進

・土地区画整理事業等による良好な都市空間の形成

・上記方針を踏まえて整備目標を定め、市街地整備の推進

■市街地の整備目標

■主要な市街地開発事業の決定の方針

● 基本方針

・賑わいのみなとまちの形成に向け、小名浜港背後地へ

の土地区画整理事業の導入

・津波被災地の復興に資する被災市街地土地区画整理事

業の推進

・土地区画整理事業等による良好な都市空間の形成

・上記方針を踏まえて整備

目標を定め、市街地整備

を推進

■市街地の整備目標■主要な市街地開発事業の決定の方針 ※関係機関と調整中

※関係機関と調整中




